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2 右図のような 1辺の長さが 1の立方体OABC-DEFGに対し，
¡!
OA =

¡!
a，

¡!
OC =

¡!
c ，
¡!
OD =

¡!
d とおく．0 < t < 1

2
となる tに対して，辺AEを t : 1¡ t

に内分する点を P，辺CGを 2t : 1¡2tに内分する点をQとする．O，P，Qの

定める平面を ®とし，平面®と直線BFとの交点をRとすると，四角形OPRQ

は平行四辺形である．平行四辺形OPRQの面積を S，四角錐DOPRQの体積

を Vとする．このとき，以下の問いに答えよ．

(1)
¡!
OPと

¡!
OQのなす角を µとするとき，cosµを tを用いて表せ．

(2) Sを tを用いて表せ．

(3) 平面 ®に点Dから垂線DHを下ろす．
¡!
OHを

¡!
a ;
¡!
c ;
¡!
d と tを用いて表せ．

(4) Vは tによらず一定であることを示せ．


